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いいわわてて・・平平泉泉観観光光キキャャンンペペーーンン実実施施中中！！！！  

～～よよううここそそ  幸幸せせ出出ずずるる国国、、いいわわててへへ～～  
  

いわて・平泉観光キャンペーン実行委員会では、平成 21 年７月１日から９月 30 日まで「いわて・平泉観光キ

ャンペーン」を実施中です。８月１日から４日まで開催された盛岡さんさ踊りでは、「達増知事といわて・平泉観光

キャンペーンＰＲ隊」がパレードに参加し、県内外の皆様にキャンペーンの PR 活動を行いました。 
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４ ８月は「道路ふれあい月間」、８月 10 日は「道の日」 

８ 河川の急な増水にご注意を  

９ 『森と湖に親しむ旬間』イベント開催 

11 『北上川上流北上地区合同水防演習』を開催 

12 市野々原地区の河道閉塞箇所（天然ダム）対策工事が本格化 

13 一般県道上斗米金田一線 豊年橋工区が開通 

14 平成 21 年度『手づくり郷土賞』の実施について  

15 住ま・エネフェスタ 2009 開催 

17 下水道フェスタ 2009 を開催します 

世界遺産「白川郷」 

８月２日盛岡さんさ踊りでの 

「達増知事といわて・平泉観光キャンペーンＰＲ隊」パレード 

達増知事もキャンペーンをアピール！！ 
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橋梁長寿命化修繕計画を策定しました！！ 

進行する橋の高齢化 

アメリカでは、日本に比べて約 30 年早い 1920 年代から本格的に橋の建設が始まりました。し

かし、建設後の維持管理が十分でなかったことから、1980 年代から橋の損傷が多く見られるよう

になり、その結果、通行規制や落橋事故が相次いで発生しています。 

日本においても、各地で重大な損傷が発見されています。20 年後には、建設後 50 年以上経過す

る橋の割合が約半数となることから、今後は計画的な修繕を行うことが求められています。 

アメリカ ミシシッピ（2007 年、死者 13 名） 

 岩手県が管理する長さ 15m 以上の橋のうち、建設後 50 年以上を経過した橋は 2008 年度時点で

60 橋(5%)ですが、2028 年度には 525 橋(45%)になると予測されています。これらの橋梁につい

て、損傷が深刻化してはじめて大規模な修繕を実施する従来からの事後保全的な方法で維持管理を

行った場合、コストが非常に高くなり、適切な維持管理が困難となる恐れがあります。 

このため、これまでの事後保全的な維持管理から、計画的かつ予防保全的な維持管理に転換し、

長寿命化を図ることによりコスト縮減と道路交通の安全性を確保する必要があります。 

 

岩手県における橋の現状 

50年経過橋梁の割合 

【2008年度】         【2018年度】         【2028年度】 

              

5％                      20％                      45％ 

（60橋）                 （235橋）                （525橋） 
《路面陥没（H17.３）》 

 一般国道 281 号 尻跳２号橋 

 建設後 50年以上の橋梁数 

～社会資本の高齢化に対応した戦略的で効果的な維持管理を推進します～ 
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橋梁長寿命化修繕計画 

岩手県では、橋を安全で長持ちさせるため、橋の専門家による委員会（岩手県橋梁長寿命化検討委

員会）を設置し、15ｍ以上の橋梁の長寿命化修繕計画（1,156 橋分）を策定しました。 

今後は、この計画に基づき、橋の健康状態を常に把握し、どの時期にどのような修繕を行うのが望ま

しいかを考え、計画的かつ効率的に修繕工事等を実施して行きます。 

橋げたの塗替え コンクリート床版の打替え 舗装打替え、高欄の取替え 

橋げたの錆 コンクリート床版のひびわれ 舗装のひびわれ、高欄の損傷 

道路網の安全性・信頼性の確保に努めていきます！！ 

取り組み事例（修繕工事） 

 

627 橋
 

54% ） 462 橋
 
40% ） 

67 橋 
（ 6% ） 

健全度区分 A 

修繕が当面不要 
健全度区分Ｃ 

修繕が必要 

健全度区分Ｅ 

早期に修繕が必要 

【管理目標】 

管理目標①：平成17年度から平成20年度に実施した橋梁点

検において、健全度区分Eと判定された橋梁に

ついては、平成20年度から5年以内に対策完了 

管理目標②：健全度区分がEへ移行すると想定される健全度

区分C橋梁については、平成20年度から平成29

年度(10年後)までに対策完了(10年後の健全

度区分Eの出現数ゼロ) 

【県ホームページ（岩手県橋梁長寿命化修繕計画）】 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=815&of=1&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=781&pnp=815&cd=19897 

 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=815&of=1&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=781&pnp=815&cd=19897
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☆「道路ふれあい月間」、「道の日」記念イベントのご紹介 ☆ 

「気仙歴史の道を歩いてみよう～星と賢治の

種山ヶ原－星の道を往く～」と題したこのイベ

ントには、気仙地域の住民の方々を中心に 126

名が参加。住田町種山ヶ原の「盛街道」の一部、

約７㎞を散策しました。 

途中、すみた森の案内人の佐々木代表から街

道の歴史を伺い、往時の人々の生活を偲ぶとと

もに、国土交通省の協力により、ルート付近の

物見山レーダ雨雪量観測所も見学するなど、

「道」の意義が改めて感じられるよい機会とな

りました。 

気仙歴史の道を歩いてみよう 
８月５日（水）～住田町～ 

 
  

 

 身近な存在でありながら、普段、あまりその 

役割や重要性を意識することのない道路。 

 そんな道路とふれあい、愛護の精神を高め、道路の正

しい利用を心がけていただくため、８月を「道路ふれあ

い月間」、８月 10 日を「道の日」として、全国で、道

路利用者の視点に立ったさまざまな運動が実施されて

います。 

 岩手県内でも、各地で「道路ふれあい月間」、「道の日」

を記念したイベントが開催されました。 

（※サブタイトルは、平成 21 年度「道路ふれあい月間」推進標語の 

最優秀賞作品です。） 

 

 

～８月 10日が「道の日」のわけ～ 

 

①大正９年８月 10 日に、わが国で最初の 

道路整備についての長期計画である 

「第一次道路改良計画」が策定されたこと 

②「道路ふれあい月間」（８月１日～31 日） 

の期間中であること 
 

 などから、昭和 61 年度に、国土交通省 

が定めたものです。 

 「道の駅」種山ヶ原にて 
歴史の旅に出発！ 

 

道道道    路路路    環環環    境境境    課課課    
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第 17 回二戸地区 

「北の道クリーンキャンペーン」 
８月７日（金）～二戸市・一戸町～ 

だいぶ集まりました。 

 地元建設業協会を中心に、参加者 151 名が 20 班

に分かれて、300 ㎞にも及ぶ管内の道路 22 路線の

清掃と街路樹の剪定を実施しました。 

 当日は曇天で、気温も 22℃前後と絶好の清掃日

和。２t トラック 33 台分の剪定、４t トラック、2t

トラックそれぞれ１台分のゴミを収集するなど、大き

な成果をあげました。 

 

「道の日」関連イベント 
８月１０日（月）～一関市（川崎町・東山町・室根町）～ 

開会式の様子 
「道の駅」かわ

さき にて 

道の駅かわさき、産直センターひがし

やま季節館、ふれあいむろね旬菜館の３

施設の周辺道路を清掃。地元の建設業協

会、一関市役所の関係支所から 80 名が

参加しました。 

イベントでは、このほか、各施設でチ

ラシ入りティッシュペーパーを配布。道

路愛護思想の普及、正しい道路利用の啓

発に努めました。 

 

「道の日」道路清掃 
８月１０日（月）～盛岡市～ 

 盛岡地方振興局の各部から、職員 50 名が参加し、盛岡

市の中心街を走る一般国道 106 号、455 号のバスセンタ

ーから盛岡地方裁判所まで、清掃活動を行いました。 

８月 10 日の盛岡は、あいにくの天気でしたが、「道の日」

を飾るイベントとして、雨にも負けず頑張りました。 

あづま街道ウォーキング 
８月６日（木）～奥州市（江刺区）～ 

 

 藤原清衡が、陸奥の特産、馬・砂金・漆・鷲羽などを京

の都に運んだと伝えられる「あづま街（海）道」。 

 当日は、えさし郷土文化館前館長の千葉さん、炎ガイド

の酒匂（さかわ）さん、ＮＰＯ法人イーティーシーの及川

さんを案内役に、参加者 82 名が水沢江刺駅以北の街道約

６㎞を踏破しました。険しい道程ながらも、充実した歴史

探訪は大好評。餅田史跡保存会のみなさんからは野菜を振

舞われるなど、イベントは盛況のうち、無事終えることが

できました。 
千葉前館長を先頭に、 
街道ウォーキング。 

 

街路樹の下にも 
ゴミが・・・。 
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もうひとつの「塩の道」 
８月１０日（月）～久慈市（山形町）～ 

 

主要地方道一戸山形線の旧道は、かつて「伊

保内街道」として塩を運んだほか、人、物資の

交流に利用された「道」。 

参加者 55 名は、バッタリー村、一戸山形線

の歴史と景観を考える会、地元建設業協会から

ご協力いただき、街道についてのお話を伺うと

ともに、その足跡を辿り、当時の人々の暮らし

を体験しました。 
バッタリー村長さんの解

説に耳を傾ける参加者 

小本街道環境整備事業 
７月３０日（木）～岩泉町～ 

 

早坂トンネルの開通により、内陸と沿岸との交通が活

発になり、産業や文化の交流も期待されている一般国道

455 号。 

 当日は、小本街道をきれいにする会の梅村会長をはじ

め、50 名の方々が参加し、岩泉町一ツ苗代地区の沿道

に「日々草」を植樹。道路環境の美化を図りました。 

色とりどりの日々草が、行き

交う人の目を楽しませます。 

黄金ロードふれあい作戦 
８月１０日（月）～一関市・平泉町～ 

 

 

黄金ロードふれあい協議会「未来を拓き、歴

史をきざむ道をいつくしむ会」が、一関市内の

国道や、平泉町内の平泉駅から毛越寺、達谷の

窟までの県道、町道などで清掃活動を実施しま

した。 

 小雨の中の作業となりましたが、参加者 73

名は、雨に濡れ、汗だくになりながらもゴミ拾

いに励みました。 

開会式の様子 
磐井川河川敷にて 

 

いわて花巻空港アクセス道路の除草 
８月４日（火）～花巻市～ 

 

「いわて花巻空港」のアクセス道路となる

一般県道東宮野目二枚橋線の歩道植樹帯に生

えた雑草や、防護柵に絡まっている葛の除去

作業を行いました。 

 花巻総合支局、花巻空港事務所の職員 40

名が参加。空港を少しでも心地よく利用して

もらおうと、イメージアップに一役買うこと

ができました。 
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河川敷、トンネル内待避所の草刈・清掃 
８月４日（火）～遠野市～ 

 

 

市内を流れる早瀬川の上早瀬橋付近と、

一般国道 283 号の旧仙人トンネル内待避

所（遠野側）で、草刈、ゴミ拾いなどの清

掃活動を行いました。 

活動には、地元の建設業協会の青年部、

漁協の方々など約 70 名が参加。上早瀬橋

付近は、花火大会の主会場になっており、

花火を見学に来る市民にも、快適な空間を

提供することができました。 

主催者から一言 

 

宮町から千徳駅までの一般国道

106 号の歩道３㎞を、地元建設業協会

を中心とする参加者 100 名が清掃、

除草などに取り組みました。 

 夏の陽射しが照りつける中、慣れな

い作業も手伝って、予定時間を 30 分

以上オーバー。汗だくになりながら収

集した量は、２ｔダンプ５台分にも及

びました。 

 清掃後は、宮古市の西玄関が見違え

るようにきれいになり、お盆の帰省客

を心地よく迎えることができました。 

車道との境界まで、

きっちり除草。 

宮古の道クリーン作戦 
 ８月４日（火）～宮古市～ 

「道の日」道路清掃  
８月 10 日（月）～岩手町・葛巻町・八幡平市～ 

  

お盆の帰省客に気持ちよく道路を利用してもらおう

と、一般国道 281 号、282 号で清掃活動を行いました。   

盛岡地方振興局土木部岩手出張所の職員 15 名が、道

の駅やチェーン脱着場など、駐車スペースのある場所を

中心にゴミ拾い。家庭用の一般ゴミから汚物まで、きれ

いに片付けました。 

第 22 回旧釜石街道・仙人峠の集い 
８月 10 日（月）～釜石市～ 

  

 今年で 22 回を数えるこの集いに、釜石市

民の方々をはじめ 135 名が参加しました。 

 街道最大の難所であった仙人峠を歩いて

越え、広大な自然を満喫する１日となりまし

た。 

歴史の道「平和街道を歩く会」 
※９月開催予定 ～北上市・西和賀町～ 

  

 一般国道 107 号の前身である「平和街道」

を辿るイベント。今も街道に残る道標や文化

財、街道に関連した神社などを訪ね歩き、い

にしえの「道」に思いを馳せます。 

 お問い合わせは、北上総合支局土木部

（0197-65-2738）まで。 
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河河川川のの急急なな増増水水ににごご注注意意をを！！！！  
河河河   川川川   課課課    

 

近年、全国各地で集中豪雨による被害が相次いでいます。昨年７月には、兵庫県都賀川上流で集中豪

雨が発生、水位が 10 分間に 1.34m 上昇し、河川の親水公園で遊んでいた児童を含む５名の方が亡くな

る水難事故が起きています。 

 このような事態を受け、県では、河川の増水に注意を呼びかけるステッカーを作成しました。ステッ

カーには、河川の水位情報や雨量情報をパソコンや携帯電話で見ることができるホームページ（ＨＰ）

のアドレスも記載しています。 

この４月から親水公園や看板などにステッカーの張り付けを行い、すでに 500 箇所で作業が完了。今

後、さらに 300 箇所で張り付けを予定しています。また、河川課ＨＰ内の「岩手県河川情報システム」

のアドレスを記載した名刺サイズのカードを作成し、各振興局に配置したり、イベント開催時などに配

布しています。 

平成 21 年 10 月からは、河川を利用する皆さんからのアイデアを取り入れながら『河川水難事故防

止』を強力に推進するため、県内のＮＰＯ法人等との協働事業をスタートさせる予定です。 

集中豪雨はいつ発生するか分かりません。これから台風シーズンを迎えますので、水辺に出かける際

には、天気予報や河川課のホームページなどで雨量や水位の情報を確認し、安全に、そして楽しく、川

に親しんでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜急な増水への注意を呼びかけるステッカー＞ 

＜岩手県河川情報ＨＰアドレスお知らせカード＞ ＜水難事故が発生したら・・・ 救助訓練の様子＞ 

岩手河川国道事務所 HPより 

河川課 HP はこちらから ⇒ http://www.pref.iwate.jp/info.rbz?nd=782&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=782 

   

http://www.pref.iwate.jp/info.rbz?nd=782&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=782
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河河河   川川川   課課課    

今年も県内各地のダム周辺で『森と湖に親しむ旬間』の関連イベントが開催され、たくさんの家族連

れや地域の方々の参加により、大いににぎわいました。 

県営６ダムについて、その様子をお知らせします。 

入畑ダム（北上市） 「遊・YOU・入畑・2009」 平成21年７月25日（土） 

 好天に恵まれ、ダムを中心とした４会場で実施したイベント

は多くの家族連れで賑わいました。 

 エメラルドグリーンの湖面を疾走するダム湖面パトロールが

一番の人気を集めました。 

＜実施内容＞ 

・施設公開(ダム､発電所､浄水場)、湖面パトロール 

・丸太切り、木工体験コーナー 

・建設機械体験 他 

＜参加状況＞ 

 120名 

日向ダム（釜石市） 「日向ダム湖畔の集い」 平成21年７月19日（日） 

 時折雨が降るあいにくの空模様の中、木工教室が盛況でした。 

 いす、本棚、巣箱などを係員の指導により製作し、参加者は

思い思いに湖畔のひとときを楽しみました。 

＜実施内容＞ 

・ダム施設の公開、湖面パトロール 

・ダム湖畔ウォッチング 

・木工教室、グラウンドゴルフ大会 

・子供ニジマス釣り大会 他 

＜参加状況＞ 

 367名 

鷹生ダム（大船渡市） 「第２回五葉湖畔の集い」 平成21年７月26日（日） 

 晴天の中、参加者は各種のイベントを楽しみました。 

 綾里川ダムから鷹生ダムに会場を移して３回目のイベントと

なりましたが、地域の皆さんの参加により、「地元のダムイベン

ト」として定着してきているようです。 

＜実施内容＞ 

・ダム施設の公開、湖面パトロール 

・木工教室、気仙杉積み木、丸太切り競争 

・環境学習会(森の工作館)、グラウンドゴルフ大会 他 

＜参加状況＞ 

 309名 

湖面を疾走するダム湖パトロール 

木工教室の様子 

積み木競争の様子 
意識を集中して高く積み重ねます！ 
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綱取ダム（盛岡市） 「森と湖in綱取」2009！平成21年７月29日（水） 

 午後はあいにくの天気となりましたが、参加人数は昨年よ

り多く、子供から大人までニジマスのつかみどりや木工教室、

植物観察会などに参加し、湖畔のひとときを大いに満喫しま

した！ 

＜実施内容＞ 

・ダム施設の公開、 湖面パトロール 

・植物観察会、木工教室 

・魚のつかみ捕り 他 

＜参加状況＞ 

 220名 

滝ダム （久慈市） 「長内川川まつり」 平成21年８月２日（日） 

 長内川川の会（市民団体）と共催しており、官民がお互い

の持ち味を活かしたイベントを開催しています。 

やませの影響で肌寒い天候の中、子供たちは、川に入って

ずぶ濡れになりながら大いに楽しんでいました。 

＜実施内容＞ 

・ダム施設の公開、湖面パトロール 

・カヌー、カヤック体験、イワナつかみ捕り 

・リース製作、木工教室 他 

＜参加状況＞ 

 684名 

早池峰ダム（花巻市） 「第16回森と湖に親しむ子どもまつり」平成21年７月30日(木) 

 梅雨前線による降雨の影響で一番人気の湖面パトロールな

どが中止となりましたが、ダム施設の公開やウォークラリー、

木工教室を楽しみました。 

 参加者は、さまざまなイベントに参加することにより、ダ

ムや森林に対する理解を深めていました。 

＜実施内容＞ 

・ダム､発電所の公開・ウォークラリー 

・木工細工教室 

＜参加状況＞ 

 120名 

「森と湖に親しむ旬間」(７月21日～31日) とは？？ 

森林や湖に親しむことによって心と体をリフレッシュしながら、治山・治水及び水資源としての

森林整備やダム・河川等の重要性について広く学んでもらおうとするものです。 

旬間とその前後には全国各地でいろいろなイベントが開催されています。 

魚のつかみ取りの様子 

全員集合 

ダム施設の公開の様子 
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『『『北北北上上上川川川上上上流流流北北北上上上地地地区区区合合合同同同水水水防防防演演演習習習』』』ををを開開開催催催！！！！！！   
                                   河河河   川川川   課課課         

                                                                                                                                                北北北上上上総総総合合合支支支局局局土土土木木木部部部     
 
平成 21 年７月 26 日（日）、北上市の『和賀川グリーンパーク』において、『北上川上流北上地区合

同水防演習』が開催されました。演習は、北上市と西和賀町が主催し、国土交通省東北地方整備局や岩

手県などの共催で行われ、両市町消防団や陸上自衛隊、地域住民など約 1,000 人が参加しました。 

訓練は、梅雨前線と台風の接近により県内全域が大雨となり、北上川と和賀川の水位が上昇したとの

設定で行われ、消防団や県建設業協会などにより、『月の輪工法』など８種類の水防工法が実施されま

した。また、地域住民などの参加による避難・救助訓練も行われるなど、本番さながらの訓練に、観覧

に訪れた約 200 名の県民の皆さんも真剣な表情で訓練を見守り、訓練の成功に対して心からの拍手を

送っていました。 

今後とも、河川増水等の緊急時などにも県民の皆様の安全・安心が確保できるよう取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式の様子（参加者約 1,000 名） 

水防工法（土のう積工法） 水防工法（月の輪工法） 

北上医師会などによる救助・救急活動訓練 地域住民による避難訓練 
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市市野野々々原原地地区区のの河河道道閉閉塞塞箇箇所所（（天天然然ダダムム））対対策策工工事事がが本本格格化化！！！！  

砂砂砂防防防災災災害害害課課課    
   

平成 20 年６月 14 日に発生した岩手・宮城内陸地震により発生した一関市市野々原地区の河道閉

塞箇所（天然ダム）の対策工事が国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所により進められてい

ます。 

地すべりにより河道に崩落した土砂を撤去する方法は、地すべりの再滑動を招く恐れが高いことか

ら、左岸側に河道を付替える計画としており、現在、河道掘削に先立って国道 342 号の付替え工事

が実施されています。間もなく本格的な河道掘削に着手する予定で、平成 22 年２月には河道断面が

確保される見込みとなっています。 

右岸側の地すべり箇所では、林野庁による対策工事も進められており、工事が輻湊するなどの厳し

い現場条件ですが、平成 21 年度から新たに創設された直轄特定緊急砂防事業も導入され、震災後の

恒久的な土砂災害防止に向けた対策工事が着実に進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちののばら 

ふくそう 

【H21.５.15撮影】 

国道 342号付替え 

河道掘削 

【H21.８.５撮影】 【H21.７.31撮影】 

国道342号の付替工事 工事用仮設橋梁 

一関市内 

写真提供：国土交通省東北地方整備局 
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一一般般県県道道上上斗斗米米金金田田一一線線  豊豊年年橋橋工工区区がが開開通通！！！！  

二二二戸戸戸地地地方方方振振振興興興局局局土土土木木木部部部    
 

 県が整備を進めてきた二戸市の一般県道上斗米金田一線豊年橋工区が平成 21 年８月５日全線開通

しました。開通に先立ち、現地で開通式典が行われ、県、市、地権者など関係者約 110 人が出席し、

テープカットや、新しい豊年橋の渡り初めなどを行いました。 

本工区は、現道が１車線で幅が狭く、昭和 38 年架橋の旧豊年橋の老朽化が進行していたほか、国

道４号に斜めに接続するなど交差形状が悪く、道路利用者の安全で円滑な交通の支障となっていたこ

とから、平成 12 年度から整備を進めてきたものです。 

平成 18 年度に道の上地区から川口地区までの 520m 区間を部分供用していましたが、今回、新

しい豊年橋を含めた残区間 440m が完成し、全線開通したことにより、安全で快適な交通が確保さ

れました。今後は、旧豊年橋の撤去工事などを進める予定としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川井村

田野畑村

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

住田町

陸前高田市

大船渡市

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

滝沢村

紫波町

岩手町

葛巻町

雫石町

八幡平市

矢巾町

盛岡市

藤沢町

平泉町

金ヶ崎町

西和賀町
遠野市

一関市

奥州市

北上市

花巻市

開通箇所 

地権者代表、県、市によるテープカット 親子４代による新しい豊年橋の渡り初め 

狭隘な旧豊年橋 

架橋後約 50 年が経過し老朽化が進行 
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国土交通省では、７月 16 日から９月 11 日まで、平成 21 年度『手づくり郷土賞』を募集してい

ます。 

『手づくり郷土賞』は、全国各地において、良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活

動を一体の成果として発掘・評価し、表彰することにより、好事例を広く紹介し、個性的で魅力ある

郷土づくりに向けた取組が進むことを目指しているもので、昭和 61 年度に創設され、平成 21 年度

で 24 回目の開催となる国土交通大臣表彰です。 

表彰は、地域の魅力を創出している、良質な社会資本及びそれと関わりのある優れた地域活動を一

体的に表彰する「手づくり郷土賞（一般部門）」と、これまでに受賞したもののうちなお一層の活動の

充実が行われるなど地域づくりに貢献しているものを表彰する「手づくり郷土賞（大賞部門）」の２部

門にて実施されます。 

受賞者には、認定証が授与されるほか、選定された好事例は、パンフレットやホームページなどを

通じて広く全国に紹介される予定です。 

 

１ 応募団体 
  社会資本を管理する地方公共団体（都道府県、市区町村）、又は社会資本を有効活用し地域づく

り等に取り組む活動団体（単体もしくは共同で応募） 

            

２ 募集期間  平成 21 年９月 11 日（金）まで 
 
３ 応募方法   

応募資料（応募用紙、参考資料及び自己 PR映像）を提出 

応募用紙は、下記の国土交通省 HPよりダウンロードできます 

 
４ 選定対象 

（１）手づくり郷土賞（一般部門） 
次の①及び②の要件を満たし、他の地域のモデルとなり得るもの。 
① 地域の自然的・社会的条件等を踏まえた創意・工夫のもと、社会資本が整備・維持管理・

利活用等されていること 
② 社会資本を有効活用し、地域の魅力の向上のための創意・工夫が行われており、公益性を

有すること 
（２）手づくり郷土賞（大賞部門） 

「手づくり郷土賞」を受賞した後、なお一層の活動の充実が行われるなど、個性的で魅力的な

地域の実現に寄与し、他の地域のモデルとなり得るもの。 
 
５ スケジュール（予定）     

   募集締め切り       ：平成 21年９月 11日 

   選定委員会による選定、公表：平成 22年１月 

   認定証授与式       ：平成 22年３月 

  

６ 問合せ先     
   東北地方整備局 企画部 企画課 事業景観・連携係 

  〒980-8602  仙台市青葉区二日町９－１５ TEL：022-225-2171      
 

平平平成成成 222111 年年年度度度   『手づくり郷土賞』の実施について 

県県県土土土整整整備備備企企企画画画室室室 

ふるさと 

＜ 国土交通省ホームページ 『手づくり郷土賞』 ＞ 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html
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住住まま・・エエネネフフェェススタタ 22000099 開開催催！！！！  

建建建築築築住住住宅宅宅課課課    
 

 夏だ！ 祭だ！ 住ま・エネフェスタだ！ 

 今年も、住まいとエネルギーの総合イベント「住ま・エネフェスタ 2009」が、８月 28 日(金)～

30(日)の３日間にわたり、盛岡市アイスアリーナで開催されます。 

 今年は、「見つめよう！私の暮らし。行動しよう！！地球のために。」をテーマに、60 もの住まい

やエネルギーに関する企業・団体が出展し、最新の情報を皆様にご提供するとともに、幅広い年齢層

が楽しめるイベントも多数展開されます。 

 今回のゲストは、松居棒でのお掃除でおなじみの松居一代さんや、お手軽オリジナル料理などでテ

レビにも出演されている新井尚美さん（盛岡市出身）、名作マンガの間取りをマンガから想像して本

にしてしまった影山明仁さん（盛岡市在住）などをお招きすることとしております。 

 また、今年は会場内での販売行為が可能となりましたので、あの省エネ機器が「住ま・エネ特別価

格」なんていうことも・・・。 

 ８月 28 日～30 日は、ご家族そろって「住ま・エネフェスタ 2009」にお越しください！！ 

 なお、ご来場に際しましては、公共交通機関のご利用をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住ま・エネフェスタ 2008」 

（昨年度）開催状況 

H20 年 9 月 5 日～７日開催 

来場者数：１３,９７９人 
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下水道フェスタ 2009 を開催します！！ 

下下水水環環境境課課  

北北上上川川上上流流流流域域下下水水道道事事務務所所  

  


